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1.  平成23年3月期の連結業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注1）「自己資本比率」は、期末純資産の部合計を期末資産の部合計で除して算出しております。 
（注2）「連結自己資本比率（国内基準）」は、「銀行法第14条の2の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当 
   であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第19号）」に基づき算出しております。 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 46,834 △7.8 8,862 7.9 1,109 △78.7
22年3月期 50,810 △7.0 8,211 ― 5,226 ―

（注）包括利益 23年3月期 △3,665百万円 （△117.6％） 22年3月期 20,710百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率

経常収益経常利益
率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

23年3月期 60.12 54.91 0.8 0.3 18.9
22年3月期 283.03 258.08 3.9 0.3 16.1

（参考） 持分法投資損益 23年3月期  △26百万円 22年3月期  △22百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産 連結自己資本比率
（国内基準）

百万円 百万円 ％ 円 銭 ％

23年3月期 2,592,622 136,143 5.2 7,398.40 13.25
22年3月期 2,528,473 141,081 5.5 7,653.40 13.27

（参考） 自己資本   23年3月期  136,143百万円 22年3月期  141,081百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

23年3月期 121,834 △77,031 △3,226 70,905
22年3月期 44,159 △44,546 △2,028 29,311

2.  配当の状況 

(注)平成24年3月期の配当予想につきましては、現時点での業績予想の算定が困難なことから、未定としております。今後、予想が可能となった段階で、速
やかに発表いたします。 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

22年3月期 ― 30.00 ― 30.00 60.00 1,107 21.1 0.8
23年3月期 ― 30.00 ― 30.00 60.00 1,108 99.8 0.7
24年3月期(予想) ― ― ― ― ― ―

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
 平成24年3月期の連結業績予想につきましては、東日本大震災の影響により、現時点で合理的な業績予想の算定が困難なことから、未定とさせていただ
きます。今後、予想が可能となった段階で速やかに発表いたします。 
なお、当該理由等は、添付資料P．2「1．経営成績（1）経営成績に関する分析」に掲載しております。 
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う変更  ： 有
② ①以外の変更  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期 19,097,786 株 22年3月期 19,097,786 株
② 期末自己株式数 23年3月期 696,057 株 22年3月期 664,028 株
③ 期中平均株式数 23年3月期 18,448,334 株 22年3月期 18,464,673 株

（参考）個別業績の概要 

1.  平成23年3月期の個別業績（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 

 

(2) 個別財政状態 

（注1）「自己資本比率」は、期末純資産の部合計を期末資産の部合計で除して算出しております。 
（注2）「単体自己資本比率（国内基準）」は、「銀行法第14条の2の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当 
   であるかどうかを判断するための基準（平成18年金融庁告示第19号）」に基づき算出しております。  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

経常収益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期 46,827 △7.8 8,883 8.0 1,132 △78.3
22年3月期 50,801 △7.0 8,225 ― 5,239 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

23年3月期 61.39 56.08
22年3月期 283.73 258.73

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産 単体自己資本比率
（国内基準）

百万円 百万円 ％ 円 銭 ％

23年3月期 2,592,310 135,662 5.2 7,371.46 13.21
22年3月期 2,528,134 140,577 5.5 7,625.22 13.23

（参考） 自己資本 23年3月期  135,662百万円 22年3月期  140,577百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続きの対象外であり、この決算短信時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続きは
終了しておりません。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なることがあります。 
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１．経営成績 

（１）経営成績に関する分析 

平成 22 年度のわが国経済の動向をみますと、前半は緩やかな回復基調が続きましたが、秋以降は海外経済の減

速などを主因に輸出が減少に転じたほか、政策効果の剥落により個人消費が伸び悩むなど、足踏み状態となりまし

た。 

この間の需要項目の動きをみますと、個人消費は、節約志向・低価格志向が続くなか、エコカー補助金終了やた

ばこ増税前の駆け込み需要の反動を主因に 10 月以降大幅な減少となりました。公共投資は、国の予算が大幅に削減

された影響から減少基調で推移しました。設備投資は、企業収益の改善傾向を反映し緩やかながら回復の動きがみ

られましたが、設備過剰感が依然強く弱い動きとなりました。輸出は、中国をはじめとするアジア向け需要の減少

から弱含んでおりましたが、足元では需要の回復により持ち直しの動きがみられ、生産活動もこうした動きを反映

して再び持ち直しに向かいました。 

こうしたなかで、3月 11 日に日本における観測史上最大となる東日本大地震が発生し、地震とそれに続く津波に

より東北地方を中心とする各地に甚大な被害を及ぼしました。内閣府では、道路や住宅などへの直接的な被害額が

16 兆円～25 兆円になるとの試算を公表しており、阪神・淡路大震災時の 10 兆円を大きく上回る見込みです。今後

も、東北地方の経済活動の低迷、計画停電等による生産の減少、消費者マインド悪化等による個人消費の下振れ、

原発事故の被害が拡大した場合の悪影響などが予想され、日本経済に与える影響はきわめて大きいものと考えられ

ることから、民間のシンクタンク 6 社では 2011 年度のＧＤＰ成長予測をプラス 1.3％からマイナス 0.5％へ下方修

正しております。 

当行が主たる営業基盤とする岩手県の県内経済につきましては、生産活動において全体として緩やかな持ち直し

の動きが続きました。一方、雇用面は依然として低水準に留まっているほか、公共工事発注額が前年を下回り、雇

用・所得環境の改善の動きも鈍く、個人消費や住宅建設も総じて弱い動きが続くなど、厳しい状況が続いておりま

す。また、東日本大震災によって岩手県では、沿岸地域が壊滅的な被害を受けたほか、県内全域で社会インフラを

含めた大きな被害がみられ、物流面でも大きな混乱が生じるなど、あらゆる面で大きな打撃を受けました。 

現在も沿岸部を中心に地震・津波の爪あとは色濃く残っておりますが、瓦礫の撤去作業が進むなか仮設住宅の建

設が本格化しはじめているほか、ライフラインや物流機能が徐々に持ち直しつつあり、内陸部では各種工場が稼働

しはじめるなど、復興に向けて着実に前進しております。 

こうしたなかで当行は、被災したお客さまに対して充分な金融仲介機能を提供するほか、地域に根ざした金融機

関として、地域の復旧・復興に向けて精一杯取り組んで参ります。 

このような金融経済環境にありまして、当行は株主の皆さまとお取引先のご支援のもと、役職員が一体となって

業容の拡大と経営の効率化に努めました結果、次のような営業成績を収めることができました。 

損益状況につきましては、経常収益は､利回りの低下により貸出金利息および有価証券利息配当金等の資金運用収

益が減収となったことを主因として､前連結会計年度対比 39億 76百万円減の 468億 34百万円となりました｡経常費

用は､年度始めに大口与信先の破綻による与信費用の増加があったものの、預金利息の利回り低下による資金調達費

用の減少および保有有価証券の売却損の減少に加えて､営業経費の節減効果もあり、前連結会計年度対比 46 億 27 百

万円減の 379 億 71 百万円となりました｡この結果､経常利益は前連結会計年度対比 6 億 51 百万円増の 88 億 62 百万

円となりましたが､東日本大震災の影響による固定資産関連等の災害損失8億 7百万円およびお取引先の業況悪化に

よる貸倒引当金繰入 60 億 75 百万円を特別損失に計上したことなどから、当期純利益は前連結会計年度対比 41 億 17

百万円減の 11 億 9百万円となりました。 

平成 23 年度の業績予想につきましては、東日本大震災が経済活動に与える影響が広範囲に亘り、当行の業績に与

える影響額を現段階で合理的に見積もることが困難な状況にあることから、今回、公表を見合わせることといたし

ました。今後、予想が可能となった段階で速やかに開示させていただく予定です。 
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（２）財政状態に関する分析 

① 主要勘定 

預金は、懸賞付定期預金「おたのしみ定期“夢開運”」や年金受取り世代向け定期預金「時悠自感」など

が好評で、個人預金が順調に増加したほか､法人預金も企業の手元流動性の積み上がりもあって堅調に増加

したことに加え、公金預金も増加したことなどから､前連結会計年度末対比 725 億円増加し 2 兆 3,189 億円と

なりました｡ 

貸出金は､大企業向け貸出の増加を主因として法人向け貸出が増加したほか、公共向け貸出も順調に増加、

また個人向け貸出も堅調に推移したことから､前連結会計年度末対比450 億円増加し 1兆 4,735 億円となりま

した｡ 

有価証券は､運用資金の増加に伴い、安全性と流動性に留意したポートフォリオ構築の観点から､国債､地方債を

中心に買入れを進めたことより､前連結会計年度末対比 638 億円増加し 1兆 37 億円となりました｡ 

② キャッシュ・フローの状況 

（イ）営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは、預金の増加などにより 1,218 億 34 百万円の資金増加となりました。 

（ロ）投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の取得を主因に 770 億 31 百万円の資金減少となりました。 

（ハ）財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは、新株予約権付社債の償還などにより 32 億 26 百万円の資金減少とな

りました。 

以上の結果、現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末対比 415 億 93 百万円増加し、709 億 5 百

万円となりました。 

 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

利益配分につきましては、銀行業として公共性と経営の健全性確保の観点から、内部留保の充実を図るとともに

株主の皆さまへ安定的な配当を継続することを基本方針としております。当期におきましては、１株当たりの期末

配当金は 30 円を予定しております。 

なお、中間配当金として１株当たり 30 円を実施しておりますので、年間配当金は 60 円となります。次期以降に

つきましても、上記の基本方針に則り適切な利益配分を行ってまいります。 

 

２．企業集団の状況 

最近の有価証券報告書（平成 22 年 6 月 25 日提出）における「事業系統図（事業の内容）」及び「関係会社の状

況」から重要な変更がないため開示を省略します。 

 
３．経営方針 

（１）経営理念 

当行は、創業以来の基本姿勢である「地域社会の発展に貢献する」ならびに「健全経営に徹する」の２つを経

営理念として堅持し続けております。 

 

（２）目標とする経営指標 

当行では、平成 21～23 年度を計画期間とした中期経営計画『Ｖ－ＰＬＡＮ（ブイプラン）～新たなる挑戦～』

に基づき、目標とする経営指標に向けて諸施策を推進してまいりましたが、東日本大震災の影響を受け、現在、

復旧・復興に向けた新たな取組みの計画を策定中であります。今後、計画が纏まり次第速やかに開示させていた

だく予定です。 
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（３）中長期的な会社の経営戦略 

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災は、東北地方をはじめとする東日本に未曽有の災禍をもたらし、

当行の主要な営業基盤である岩手県も甚大な被害を受けました。当行においても多数の店舗が損壊し、特に沿岸

部の営業店舗は営業休止に追い込まれるなど大きな被害が発生しております。 

当行は、大震災発生直後に緊急時対応計画を発動し、その後も業務継続施策を遂行することにより、被害状況

の把握をするなかで、被災地のお客さまに対する緊急的な資金供給など可能な限りのサービス提供に努めてまい

りました。既に現在は、緊急時対応から復旧・復興に向けた取組みに軸足を移し、今後 2 年間で大震災による負

の影響を一掃することを計画しております。 

当行では、中期経営計画『Ｖ－ＰＬＡＮ（ブイプラン）～新たなる挑戦～』の最重要課題である「いかなる環

境の変化に対しても適応力を持つ、しなやかで筋肉質な銀行の実現」に役職員一丸となって取り組んでまいりま

したが、この「環境変化に対する強い耐性」が今まさに問われているものと認識しております。地域経済が大震

災の影響を大きく受けるなか、健全な財務基盤を活かし、地域金融機関の本来的使命である地域への安定的かつ

良質な資金供給に積極的に取組むことはもちろん、ソリューション機能など当行が持つ能力を最大限に発揮し、

地域の復旧・復興に地道に貢献していくことが、ひいては当行の企業価値向上につながるものと考えております。 

当行は、創業以来「地域社会の発展に貢献する」ことを経営理念の一つとし、地域との共存共栄をめざしてま

いりました。今後とも、地域の復旧・復興に貢献するなかで、将来にわたる業績の向上と健全経営に全力を傾注

してまいる所存であります。 

 

㈱岩手銀行 （8345） 平成23年3月期決算短信

- 4 -



４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 29,838 71,425

コールローン及び買入手形 88,326 5,117

買入金銭債権 18,320 12,510

商品有価証券 － 5

金銭の信託 － 4,922

有価証券 939,828 1,003,720

貸出金 1,428,560 1,473,566

外国為替 2,259 2,131

その他資産 8,535 7,932

有形固定資産 17,433 16,640

建物 6,106 5,631

土地 8,863 8,769

建設仮勘定 22 128

その他の有形固定資産 2,440 2,110

無形固定資産 1,227 994

ソフトウエア 1,183 950

その他の無形固定資産 44 44

繰延税金資産 1,888 5,481

支払承諾見返 7,767 7,604

貸倒引当金 △15,512 △19,429

資産の部合計 2,528,473 2,592,622

負債の部   

預金 2,246,472 2,318,996

譲渡性預金 64,464 68,325

コールマネー及び売渡手形 10,000 5,000

借用金 266 4,478

外国為替 6 0

社債 20,000 20,000

新株予約権付社債 13,670 11,700

その他負債 16,696 10,777

役員賞与引当金 28 28

退職給付引当金 7,368 8,294

役員退職慰労引当金 335 360

睡眠預金払戻損失引当金 185 184

偶発損失引当金 130 352

災害損失引当金 － 377

支払承諾 7,767 7,604

負債の部合計 2,387,392 2,456,479

純資産の部   

資本金 12,089 12,089

資本剰余金 4,811 4,811

利益剰余金 114,943 114,605

自己株式 △4,159 △3,985

株主資本合計 127,684 127,521

その他有価証券評価差額金 13,147 8,616

繰延ヘッジ損益 248 4

その他の包括利益累計額合計 13,396 8,621

純資産の部合計 141,081 136,143

負債及び純資産の部合計 2,528,473 2,592,622
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
 連結損益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

経常収益 50,810 46,834

資金運用収益 38,970 37,353

貸出金利息 25,650 24,221

有価証券利息配当金 12,913 12,800

コールローン利息及び買入手形利息 143 119

預け金利息 9 10

その他の受入利息 253 201

役務取引等収益 6,087 5,962

その他業務収益 1,922 1,206

その他経常収益 3,830 2,311

経常費用 42,598 37,971

資金調達費用 4,902 3,172

預金利息 4,189 2,517

譲渡性預金利息 160 79

コールマネー利息及び売渡手形利息 10 15

債券貸借取引支払利息 － 0

借用金利息 2 0

社債利息 335 335

その他の支払利息 203 223

役務取引等費用 2,313 2,339

その他業務費用 2,662 1,346

営業経費 27,934 27,354

その他経常費用 4,785 3,759

貸倒引当金繰入額 3,062 1,314

その他の経常費用 1,722 2,444

経常利益 8,211 8,862

特別利益 138 183

固定資産処分益 138 183

償却債権取立益 0 0

特別損失 262 7,071

固定資産処分損 172 107

減損損失 90 44

その他の特別損失 － 6,919

税金等調整前当期純利益 8,086 1,975

法人税、住民税及び事業税 107 1,689

法人税等調整額 2,753 △823

法人税等合計 2,860 865

少数株主損益調整前当期純利益 － 1,109

少数株主利益 － －

当期純利益 5,226 1,109
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 連結包括利益計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

少数株主損益調整前当期純利益 － 1,109

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 － △4,531

繰延ヘッジ損益 － △243

持分法適用会社に対する持分相当額 － 0

その他の包括利益合計 － △4,774

包括利益 － △3,665

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 － △3,665

少数株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 12,089 12,089

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 12,089 12,089

資本剰余金   

前期末残高 4,811 4,811

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 4,811 4,811

利益剰余金   

前期末残高 110,825 114,943

当期変動額   

剰余金の配当 △1,108 △1,109

当期純利益 5,226 1,109

自己株式の処分 △0 △337

当期変動額合計 4,117 △337

当期末残高 114,943 114,605

自己株式   

前期末残高 △3,992 △4,159

当期変動額   

自己株式の取得 △167 △580

自己株式の処分 0 755

当期変動額合計 △167 174

当期末残高 △4,159 △3,985

株主資本合計   

前期末残高 123,734 127,684

当期変動額   

剰余金の配当 △1,108 △1,109

当期純利益 5,226 1,109

自己株式の取得 △167 △580

自己株式の処分 0 418

当期変動額合計 3,950 △163

当期末残高 127,684 127,521
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 △2,388 13,147

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 15,536 △4,530

当期変動額合計 15,536 △4,530

当期末残高 13,147 8,616

繰延ヘッジ損益   

前期末残高 300 248

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △51 △243

当期変動額合計 △51 △243

当期末残高 248 4

その他の包括利益累計額合計   

前期末残高 △2,088 13,396

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 15,484 △4,774

当期変動額合計 15,484 △4,774

当期末残高 13,396 8,621

純資産合計   

前期末残高 121,645 141,081

当期変動額   

剰余金の配当 △1,108 △1,109

当期純利益 5,226 1,109

自己株式の取得 △167 △580

自己株式の処分 0 418

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 15,484 △4,774

当期変動額合計 19,435 △4,937

当期末残高 141,081 136,143
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成22年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成23年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 8,086 1,975

減価償却費 2,430 1,839

減損損失 90 44

持分法による投資損益（△は益） 22 26

貸倒引当金の増減（△） 105 3,917

偶発損失引当金の増減額（△は減少） 52 222

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 28 △0

退職給付引当金の増減額（△は減少） 675 925

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △145 25

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） 71 △1

災害損失引当金の増減額（△は減少） － 377

資金運用収益 △38,970 △37,353

資金調達費用 4,902 3,172

有価証券関係損益（△） △949 △86

金銭の信託の運用損益（△は運用益） － 76

為替差損益（△は益） △13 △17

固定資産処分損益（△は益） 34 155

貸出金の純増（△）減 △25,970 △45,005

預金の純増減（△） 102,526 72,524

譲渡性預金の純増減（△） 18,738 3,860

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減
（△） △12 4,212

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 △106 7

コールローン等の純増（△）減 △28,534 88,106

コールマネー等の純増減（△） △11,000 △5,000

外国為替（資産）の純増（△）減 △699 127

外国為替（負債）の純増減（△） 2 △5

資金運用による収入 38,911 37,392

資金調達による支出 △4,890 △4,339

その他 △23,326 △5,124

小計 42,057 122,054

法人税等の支払額 △229 △345

法人税等の還付額 2,331 125

営業活動によるキャッシュ・フロー 44,159 121,834

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △213,995 △256,203

有価証券の売却による収入 29,856 74,890

有価証券の償還による収入 140,329 110,279

金銭の信託の増加による支出 － △5,000

有形固定資産の取得による支出 △673 △1,019

有形固定資産の売却による収入 149 241

無形固定資産の取得による支出 △212 △219

投資活動によるキャッシュ・フロー △44,546 △77,031

財務活動によるキャッシュ・フロー   

劣後特約付社債及び新株予約権付社債の償還によ
る支出

△753 △1,954

配当金の支払額 △1,108 △1,109

自己株式の取得による支出 △167 △580

自己株式の売却による収入 0 418

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,028 △3,226

現金及び現金同等物に係る換算差額 13 17

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,402 41,593

現金及び現金同等物の期首残高 31,714 29,311

現金及び現金同等物の期末残高 29,311 70,905
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（５）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更 

 （資産除去債務に関する会計基準） 

   当連結会計年度から、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第 18 号平成 20 年 3 月 31 日）及び「資産除

去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 21 号平成 20 年 3月 31 日）を適用しております。 

   これにより、経常利益は 2百万円、税金等調整前当期純利益は 39 百万円それぞれ減少しております。 

   また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は 36 百万円であります。 

 （持分法に関する会計基準） 

当連結会計年度から、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第 16 号平成 20 年 3月 10 日公表分）及び「持分

法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第 24 号平成 20 年 3月 10 日）を適用しております。 

これによる経常利益及び税金等調整前当期純利益に与える影響はありません。 

 （表示方法の変更）連結損益計算書関係 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号平成 20 年 12 月 26 日）に基づく財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成 21 年 3 月 24 日内閣府令第 5 号)の適用により、当連結会計年度では、｢少数株主損益調整

前当期純利益｣の科目を表示しております。 

（７）連結財務諸表に関する注記事項 

（連結包括利益計算書関係） 

当連結会計年度（自 平成 22 年 4 月 1日 至 平成 23 年 3月 31 日） 

 当連結会計年度の直前連結会計年度における包括利益 

  親会社株式に係る包括利益       20,710 百万円 

     計               20,710 百万円 

 当連結会計年度の直前連結会計年度におけるその他の包括利益 

  その他有価証券評価差額金       15,534 百万円 

  繰延ヘッジ損益             △51 百万円 

  持分法適用会社に対する持分相当額      2 百万円 

     計               15,484 百万円 

【追加情報】 

当連結会計年度から、「包括利益の表示に関する会計基準」（企業会計基準第 25 号 平成 22 年 6 月 30 日）を適

用しております。ただし、「その他の包括利益累計額」及び「その他の包括利益累計額合計」の前連結会計年度の

金額は、「評価・換算差額等」及び「評価・換算差額等合計」の金額を記載しております。 

（セグメント情報等） 

１．事業の種類別セグメント情報 

前連結会計年度（自 平成 21 年 4 月 1日 至 平成 22 年 3月 31 日） 

連結会社は銀行業以外に一部で銀行の従属業務を営んでおりますが、それらの事業の全セグメントに占める割合

が僅少であるため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。 

 

 

㈱岩手銀行 （8345） 平成23年3月期決算短信

- 11 -



２．所在地別セグメント情報 

前連結会計年度（自 平成 21 年 4 月 1日 至 平成 22 年 3月 31 日） 

全セグメントの経常収益の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める本邦の割合がいずれも 100％

であるため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。 

３．国際業務経常収益 

前連結会計年度（自 平成 21 年 4 月 1日 至 平成 22 年 3月 31 日） 

国際業務経常収益が連結経常収益の 10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しております。 

４．セグメント情報 

当連結会計年度（自 平成 22 年 4 月 1日 至 平成 23 年 3月 31 日） 

当行グループは、銀行業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

【追加情報】 

当連結会計年度から「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第 17 号平成 21 年 3 月 27 日）

及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 20 号平成 20 年 3 月 21

日）を適用しております。 

 

（１株当たり情報） 

 
前連結会計年度 

(自 平成21年4月 1日 
至 平成22年3月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年4月 1日 
至 平成23年3月31日) 

１株当たり純資産額 円 7,653.40 7,398.40 

１株当たり当期純利益金額 円 283.03 60.12 

潜在株式調整後１株当たり 

当期純利益金額 
円 258.08 54.91 

（注）１．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

 
前連結会計年度末 

（平成22年3月31日） 
当連結会計年度末 
（平成23年3月31日） 

１株当たり純資産額   

純資産の部の合計額 百万円 141,081 136,143 

純資産の部の合計額から控除する
金額 

百万円 ― ― 

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 141,081 136,143 

普通株式の期末株式数 千株 18,433 18,401 
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２．１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおり

であります。 

 
前連結会計年度 

(自 平成21年4月 1日 
至 平成22年3月31日) 

当連結会計年度 
(自 平成22年4月 1日 
至 平成23年3月31日) 

１株当たり当期純利益金額   

 当期純利益 百万円 5,226 1,109 

 普通株主に帰属しない金額 百万円 ― ― 

 普通株式に係る当期純利益 百万円 5,226 1,109 

 普通株式の期中平均株式数 千株 18,464 18,448 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益   

 当期純利益調整額 百万円 △33 △9 

うち転換社債型新株予約権付 

社債償還益（税額相当額控除後） 
百万円 △33 △9 

 普通株式増加数 千株 1,653 1,578 

  うち転換社債型 

新株予約権付社債 
千株 1,653 1,578 

 

（重要な後発事象） 

   該当事項はありません。 

 

（開示の省略） 

連結貸借対照表、連結損益計算書及び連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー

計算書、リース取引、関連当事者との取引、税効果会計、金融商品、有価証券、デリバティブ取引、退職給付、資産

除去債務、賃貸等不動産に関する注記事項については、決算短信による開示の必要性が大きくないと考えられるため

開示を省略しております。 
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

(単位：百万円)

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 29,838 71,425

現金 24,555 43,550

預け金 5,283 27,874

コールローン 88,326 5,117

買入金銭債権 18,320 12,510

商品有価証券 － 5

商品地方債 － 5

金銭の信託 － 4,922

有価証券 939,503 1,003,422

国債 293,607 348,458

地方債 192,001 213,366

社債 314,401 307,987

株式 39,477 30,677

その他の証券 100,015 102,931

貸出金 1,428,560 1,473,566

割引手形 6,305 5,500

手形貸付 123,164 121,426

証書貸付 1,119,572 1,147,245

当座貸越 179,517 199,393

外国為替 2,259 2,131

外国他店預け 2,259 2,131

買入外国為替 － 0

その他資産 8,534 7,932

前払費用 16 24

未収収益 4,111 3,947

金融派生商品 706 884

その他の資産 3,700 3,076

有形固定資産 17,433 16,640

建物 6,106 5,631

土地 8,863 8,769

建設仮勘定 22 128

その他の有形固定資産 2,440 2,110

無形固定資産 1,227 994

ソフトウエア 1,183 950

その他の無形固定資産 44 44

繰延税金資産 1,875 5,468

支払承諾見返 7,767 7,604

貸倒引当金 △15,512 △19,429

資産の部合計 2,528,134 2,592,310
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(単位：百万円)

前事業年度 
(平成22年３月31日) 

当事業年度 
(平成23年３月31日) 

負債の部   

預金 2,246,540 2,319,064

当座預金 28,449 49,124

普通預金 929,522 981,635

貯蓄預金 55,905 55,019

通知預金 2,934 1,599

定期預金 1,117,773 1,125,980

定期積金 26,607 22,514

その他の預金 85,347 83,192

譲渡性預金 64,614 68,475

コールマネー 10,000 5,000

借用金 266 4,478

借入金 266 4,478

外国為替 6 0

売渡外国為替 6 －

未払外国為替 － 0

社債 20,000 20,000

新株予約権付社債 13,670 11,700

その他負債 16,671 10,754

未払法人税等 116 1,560

未払費用 5,454 4,299

前受収益 867 761

給付補てん備金 89 54

金融派生商品 143 247

資産除去債務 － 36

その他の負債 10,000 3,794

役員賞与引当金 28 28

退職給付引当金 7,343 8,270

役員退職慰労引当金 332 357

睡眠預金払戻損失引当金 185 184

偶発損失引当金 130 352

災害損失引当金 － 377

支払承諾 7,767 7,604

負債の部合計 2,387,557 2,456,647

純資産の部   

資本金 12,089 12,089

資本剰余金 4,811 4,811

資本準備金 4,811 4,811

利益剰余金 114,437 114,123

利益準備金 7,278 7,278

その他利益剰余金 107,159 106,845

固定資産圧縮積立金 813 844

別途積立金 99,080 102,780

繰越利益剰余金 7,265 3,221

自己株式 △4,155 △3,980

株主資本合計 127,183 127,044

その他有価証券評価差額金 13,145 8,614

繰延ヘッジ損益 248 4

評価・換算差額等合計 13,393 8,618

純資産の部合計 140,577 135,662

負債及び純資産の部合計 2,528,134 2,592,310
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（２）損益計算書 

(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

経常収益 50,801 46,827

資金運用収益 38,970 37,354

貸出金利息 25,650 24,221

有価証券利息配当金 12,913 12,801

コールローン利息 143 119

預け金利息 9 10

その他の受入利息 253 201

役務取引等収益 6,072 5,950

受入為替手数料 2,536 2,426

その他の役務収益 3,536 3,523

その他業務収益 1,922 1,206

外国為替売買益 104 115

商品有価証券売買益 2 2

国債等債券売却益 956 887

国債等債券償還益 249 －

金融派生商品収益 552 185

その他の業務収益 56 15

その他経常収益 3,835 2,315

株式等売却益 2,887 1,419

金銭の信託運用益 － 0

その他の経常収益 948 896

経常費用 42,576 37,943

資金調達費用 4,902 3,172

預金利息 4,189 2,517

譲渡性預金利息 161 80

コールマネー利息 10 15

債券貸借取引支払利息 － 0

借用金利息 2 0

社債利息 335 335

金利スワップ支払利息 203 222

その他の支払利息 0 0

役務取引等費用 2,313 2,339

支払為替手数料 419 399

その他の役務費用 1,893 1,939

その他業務費用 2,662 1,346

国債等債券売却損 2,335 1,282

国債等債券償却 326 64

その他の業務費用 0 0

営業経費 27,934 27,352

その他経常費用 4,763 3,732

貸倒引当金繰入額 3,062 1,314

貸出金償却 0 1

株式等売却損 661 156

株式等償却 73 661

金銭の信託運用損 － 76

債権売却損 207 45

その他の経常費用 756 1,476

経常利益 8,225 8,883
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(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

特別利益 138 183

固定資産処分益 138 183

償却債権取立益 0 0

特別損失 262 7,071

固定資産処分損 172 107

減損損失 90 44

その他の特別損失 － 6,919

税引前当期純利益 8,100 1,996

法人税、住民税及び事業税 105 1,687

法人税等調整額 2,755 △823

法人税等合計 2,860 863

当期純利益 5,239 1,132
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（３）株主資本等変動計算書 

(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本   

資本金   

前期末残高 12,089 12,089

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 12,089 12,089

資本剰余金   

資本準備金   

前期末残高 4,811 4,811

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 4,811 4,811

資本剰余金合計   

前期末残高 4,811 4,811

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 4,811 4,811

利益剰余金   

利益準備金   

前期末残高 7,278 7,278

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 7,278 7,278

その他利益剰余金   

固定資産圧縮積立金   

前期末残高 803 813

当期変動額   

固定資産圧縮積立金の積立 43 70

固定資産圧縮積立金の取崩 △33 △39

当期変動額合計 9 30

当期末残高 813 844

別途積立金   

前期末残高 104,480 99,080

当期変動額   

別途積立金の積立 － 3,700

別途積立金の取崩 △5,400 －

当期変動額合計 △5,400 3,700

当期末残高 99,080 102,780
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(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

繰越利益剰余金   

前期末残高 △2,256 7,265

当期変動額   

剰余金の配当 △1,108 △1,109

固定資産圧縮積立金の積立 △43 △70

固定資産圧縮積立金の取崩 33 39

別途積立金の積立 － △3,700

別途積立金の取崩 5,400 －

当期純利益 5,239 1,132

自己株式の処分 △0 △337

当期変動額合計 9,521 △4,044

当期末残高 7,265 3,221

利益剰余金合計   

前期末残高 110,305 114,437

当期変動額   

剰余金の配当 △1,108 △1,109

固定資産圧縮積立金の積立 － －

固定資産圧縮積立金の取崩 － －

別途積立金の積立 － －

別途積立金の取崩 － －

当期純利益 5,239 1,132

自己株式の処分 △0 △337

当期変動額合計 4,131 △314

当期末残高 114,437 114,123

自己株式   

前期末残高 △3,987 △4,155

当期変動額   

自己株式の取得 △167 △580

自己株式の処分 0 755

当期変動額合計 △167 174

当期末残高 △4,155 △3,980
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(単位：百万円)

前事業年度 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成22年３月31日) 

当事業年度 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成23年３月31日) 

株主資本合計   

前期末残高 123,219 127,183

当期変動額   

剰余金の配当 △1,108 △1,109

当期純利益 5,239 1,132

自己株式の取得 △167 △580

自己株式の処分 0 418

当期変動額合計 3,964 △139

当期末残高 127,183 127,044

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金   

前期末残高 △2,389 13,145

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 15,534 △4,531

当期変動額合計 15,534 △4,531

当期末残高 13,145 8,614

繰延ヘッジ損益   

前期末残高 300 248

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △51 △243

当期変動額合計 △51 △243

当期末残高 248 4

評価・換算差額等合計   

前期末残高 △2,088 13,393

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 15,482 △4,774

当期変動額合計 15,482 △4,774

当期末残高 13,393 8,618

純資産合計   

前期末残高 121,130 140,577

当期変動額   

剰余金の配当 △1,108 △1,109

当期純利益 5,239 1,132

自己株式の取得 △167 △580

自己株式の処分 0 418

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 15,482 △4,774

当期変動額合計 19,447 △4,914

当期末残高 140,577 135,662
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６．役員の異動 

（１）代表者の異動 

    該当事項ありません。 

 

 

（２）その他役員の異動 

① 専務取締役への昇任 

    平成２３年６月２４日定時株主総会後の取締役会で専務取締役に就任予定 

斎 藤 雅 博  （現 常務取締役） 

 

② 常務取締役への昇任 

    平成２３年６月２４日定時株主総会後の取締役会で常務取締役に就任予定 

坂 本   修  （現 取締役本店営業部長）  

 

（３）新任取締役候補者 

平成２３年６月２４日定時株主総会に諮られる新任取締役候補者 

岩 田 圭 司  （現 執行役員総合企画部長） 

    高 橋   温  （現 住友信託銀行株式会社相談役） 

 

（４）退任予定取締役 

    平成２３年６月２４日定時株主総会終結をもって退任予定 

吉 田 政 司  （現 常務取締役） 

    鷲 尾 幸 司  （現 非常勤取締役） 

     

（５）新任監査役候補者 

 平成２３年６月２４日定時株主総会に諮られる新任監査役候補者 

安 達 孝 一  （現 弁護士） 
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（６）退任予定監査役 

    平成２３年６月２４日定時株主総会終結をもって退任予定 

田 中 利 見  （現 非常勤監査役）    

 

（７）新任予定執行役員 

    平成２３年７月１日付就任予定 

高 沢 勇 登  （現 理事花巻支店長） 

    加 藤 裕 一  （現 人事部長） 

 

（８）退任予定執行役員 

    平成２３年６月２４日付辞任予定 

岩 田 圭 司  （現 執行役員総合企画部長） 

    

以 上 
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経       歴 

 

新役職名   専務取締役 
氏  名   斎 藤 雅 博  （サイトウ マサヒロ） 
出 身 地       岩手県北上市 
最終学歴   昭和５１年 ３月  東北大学法学部卒業 
生年月日   昭和２８年 ７月２６日 
略  歴   昭和５１年 ４月  株式会社岩手銀行入行 
       平成１４年 ４月  同 市場金融部長兼国際業務室長 
       平成１６年 ４月  同 市場金融部長 
       平成１６年 ７月  同 執行役員総合企画部長 
       平成１７年 ６月  同 常務取締役 
 
 
 
新役職名   常務取締役 
氏  名   坂 本   修  （サカモト オサム） 
出 身 地       青森県青森市 
最終学歴   昭和５２年 ３月  明治大学政経学部卒業 
生年月日   昭和２９年 ７月１６日 
略  歴   昭和５２年 ４月  株式会社岩手銀行入行 
       平成 ９年 ４月  同 城西支店長 
       平成１２年 ４月  同 種市支店長 
       平成１４年 １月  同 鍛冶町支店長 
       平成１６年 ４月  同 大通支店長 
       平成１９年１０月  同 花巻支店長 
       平成２１年 ６月  同 取締役本店営業部長 
 
 
 
新役職名   取締役 
氏  名   岩 田 圭 司  （イワタ ケイジ） 
出 身 地       岩手県釜石市 
最終学歴   昭和５５年 ３月  立教大学経済学部卒業 
生年月日   昭和３１年 ２月 ２日 
略  歴   昭和５５年 ４月  株式会社岩手銀行入行 

平成１５年 ７月  同 企業財務支援室長 
平成１７年 ３月  同 中妻支店長 
平成１９年 ６月  同 融資管理部長 
平成２２年 ７月  同 執行役員総合企画部長 
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新役職名   取締役 
氏  名   高 橋   温  （タカハシ アツシ） 
出 身 地       岩手県八幡平市 
最終学歴   昭和４０年 ３月  京都大学法学部卒業 
生年月日   昭和１６年 ７月２３日 
略  歴   昭和４０年 ４月  住友信託銀行株式会社入行 

昭和６２年 ６月  同 業務部長 
平成 ３年 ６月  同 取締役業務部長 
平成 ５年 ６月  同 常務取締役企画部長 
平成 ７年 ２月  同 常務取締役 
平成 ９年 ６月  同 専務取締役 
平成１０年 ３月  同 取締役社長 
平成１７年 ６月  同 取締役会長 
平成２３年 ４月  同 相談役 

 
 
 
新役職名   監査役 
氏  名   安 達 孝 一  （アダチ コウイチ） 
出 身 地       岩手県盛岡市 
最終学歴   昭和３９年 ３月  中央大学法学部卒業 
生年月日   昭和１４年 ８月 ５日 
略  歴   昭和５１年 ４月  安達法律事務所開設 
       平成 ６年 ４月  岩手弁護士会会長（平成７年３月退任） 
       平成 ６年 ４月  日本弁護士連合会理事（平成７年３月退任） 
       平成１１年１０月  岩手県介護保険審査会会長 
       平成１３年１０月  岩手県個人情報保護審査会会長 
 
 
 
新役職名   執行役員 
氏  名   高 沢 勇 登  （タカサワ ユウト） 
出 身 地       岩手県釜石市 
最終学歴   昭和５２年 ３月  東北大学経済学部卒業 
生年月日   昭和２９年１０月 ２日 
略  歴   昭和５２年 ４月  株式会社岩手銀行入行 
       平成１４年 ４月  同 県庁支店長 
       平成１５年１１月  同 市場金融部副部長 
       平成１６年 ６月  同 市場金融部長 
       平成２１年 ６月  同 花巻支店長 
       平成２１年 ７月  同 理事花巻支店長 
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新役職名   執行役員 
氏  名   加 藤 裕 一  （カトウ ユウイチ） 
出 身 地       岩手県盛岡市 
最終学歴   昭和５５年 ３月  北海道大学法学部卒業 
生年月日   昭和３２年 ５月１６日 
略  歴   昭和５５年 ４月  株式会社岩手銀行入行 
       平成１１年１０月  同 人事部長代理 
       平成１７年１０月  同 都南支店長 
       平成２０年 ７月  同 久慈中央支店長 
       平成２２年 ７月  同 人事部長 
        
 

以 上 
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